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「気象レーダーの技術的条件」のうち

「次世代高機能気象レーダー等の導入に関する技術的条件等
の検討について」の
検討開始について
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X帯C帯

平成29年度～
令和3年度

５GHz帯及び9.7GHz
帯汎用型気象レーダー
の技術的条件

令和4年度～
次世代高機能気象
レーダー等の導入に
関する技術的条件

• 9.7GHz帯において、高性能型気
象レーダーとして、国や地方自治体
において運用

気象レーダー検討に関するこれまでの経緯と今後の検討項目

• マグネトロンによる大出力な短パルス
レーダーによる観測

• 無線LANとの周波数共用を推進

• 気象レーダーの固体素子化及びフィル
ター性能の改善による周波数利用効
率の向上

• レーダー間の干渉回避方策の実
現により、更なる周波数の利用
効率の向上

• 気象レーダーのパルスパターンの複雑
化に伴い、無線LANのDFS機能を
見直し、周波数共用を維持

平成29年度以前

• 9.7GHz帯に、小型かつ安価な汎
用型気象レーダーを導入（高性
能型の補完的役割）

• 気象レーダーの固体素子化及び
フィルター性能の改善による周波数
利用効率の向上

• 9.7GHz帯高性能型気象レーダー
にフェーズドアレイ技術を導入し、更
なる高度化を図る

• 9.4GHz帯に汎用型気象レーダー
導入を図る
















